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◇轍育技法

2．シミュレータ＊1

吉村　明修＊2・志村　俊郎＊2

1．はじめに

　診療参加型臨床実習（クリニカル・クラーク

シップ）が導入されるにあたり，2005年12月か

らは学生が診療参加型臨床実習を行うに相応しい

能力と適正についての一定水準を確保するために

共用試験が実施されている．その際，臨床実習前

に学生が修得すべき項目として，診察に関する共

通の学習・評価項目，医療面接，全身状態の把握

バイタルサインの測定（四肢動脈の診察などを含

む），頭頸部診察，胸部診察，腹部診察，神経診察，

外科系基本手技，救急が明示された1）．これらを

踏まえ，診療参加型臨床実習に参加する学生の技

能と態度に関する目標と評価についての準備は

整ったとし，今後効率的かつ効果的な方略の確立

の重要性が指摘されている2）．また，臨床実習前

準備教育に続く臨床実習における技能と態度の教

育についても，今後整備・充実する必要性が指摘

され，学部における臨床技能教育は益々重要と

なってきている3）．本章では，学部における臨床

技能教育の中心となるシミュレーション教育の現

状と今後の展開について述べる．

2．クリニカル・シミュレーション・

　　ラボ（スキルスラボ）の現状

　クリニカル・シミュレーション・ラボ（以降ラ

ボ）は，シミュレーション教育の中核となる施設

で，共用試験OSCE（客観的臨床能力試験）の実

施により多くの医学部・医科大学に設置された．

シミュレーション教育は，安全性，能動的で管理
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　大学教育推進室

された訓練，指導者・チーム・システム中心の教

育，フィードバック・振り返りに基づいた教育，

再現性，標準化などで特徴づけられている4）．こ

れらの特徴を有するシミュレーション教育は，臨

床技能教育に関しては，従来の教育方法に比べて

教育効果が高いことが知られており，臨床実習前

準備教育における臨床技能教育に必須なものと考

えられる5）．わが国の大学医学部（医科大学）白

書2009によると，79大学のうち63大学（80％）

がラボを設置しており，13大学（16％）が設置

を検討中とのことであり，多くの大学でラボがシ

ミュレーション教育の中核となっていることが推

察される6）．鈴木らの調査によると，73大学のう

ち49大学（67％）がすでにカリキュラムにシミュ

レーション教育を取り入れていることが報告され

ており，ラボの設置だけでなく実際の教育に活用

していることが示されている7）．また，これらの

ラボでは，呼吸音聴診シミュレータ，心音聴診シ

ミュレータ，BLSモデル，　ACLSモデル，眼底

診察シミュレータ，採血・静注シミュレータ，除

細動器・AEDトレーナー，耳診察トレーナー，

乳房検診トレーナー，直腸診・前立腺触診トレー

ナー，成人挿管モデルなどが，主な備品として設

置されている7）．

3．臨床実習における臨床技能教育

　臨床実習前の学生に対しては，「診療参加型臨

床実習に参加する学生に必要とされる技能と態度

に関する学習・評価項目（第2．3版）」が修得す

べき項目として，具体的に明示されている1）．ま

た，臨床実習で学生が身につけるべき臨床技能

は，医学教育モデル・コア・カリキュラム（平成

19年度改定版）に示されている8）．「G．臨床実習，

1．全期間を通じて身につけるべき事項」では，
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表1　臨床実習で学生が身につけるべき事項8）

基本的臨床手技

一般目標：基本的臨床手技を学ぶ．

【一般手技】

到達目標：

　1）静脈採血の手順，部位と合併症を列挙し，正しく採血できる．

　2）末梢静脈の血管確保を見学し，介助ができる．

　3）中心静脈カテーテル挿入を見学し，介助ができる．

　4）動脈血採血・動脈ラインの確保を見学し，介助ができる．

　5）腰椎穿刺を見学し，介助できる．

　6）胃管の挿入と抜去ができる．

　7）尿道カテーテルの挿入と抜去ができる．

　8）ドレーンの挿入と抜去を見学し，介助ができる．

　9）注射の種類各々の特徴と刺入部位を説明できる．

【外科手技】

到達目標：

　1）手術や手技のための手洗いができる．

　2）手術室におけるガウンテクニックができる．

　3）基本的な縫合ができる．

　4）創の消毒やガーゼ交換ができる．

　5）骨折時の良肢位と外固定を見学し，介助できる．

【検査手技】

到達目標：

　1）12誘導心電図を適切に記録できる．

　2）尿検査（尿沈渣を含む）を施行し，観察できる．

　3）末梢血塗抹標本を作成し，観察できる．

　4）微生物学検査の検体の採取と保存ができ，グラム染色を行い，観察できる．

　5）妊娠反応検査を施行できる．

医学教育モデル・コア・カリキュラム（平成19年度改定版）　G　臨床実習，1

全期間を通じて身につけるべき事項のうち，（3）基本的臨床手技　のみ示した．

診察の基本，身体診察，基本的臨床手技に分けら

れ具体的な修得すべき項目が明記されている．身

体診察では，全身状態とバイタルサイン，頭頸部，

胸部，腹部と泌尿生殖器，神経，四肢と脊柱，小

児と高齢者の診察，基本的臨床手技では，一般手

技，外科手技，検査手技に分類され，それぞれ詳

細な到達目標が示されている（表1）．

　診療参加型臨床実習の充実のためには，学生が

診療チームの一員として，実際の患者を相手にし

た実践的な学習の充実を図ることが必要であ

る9）．臨床実習で学生が臨床技能を習得するため

には，少なからず侵襲的医行為等を実施する必要

がある．そのためには，患者の理解と同意を得た

上で，患者に接するための診療技能の向上の取組

の充実が求められ，シミュレータやラボの活用等

により当該医行為に関する学生の診療技能の確保

の徹底を図る必要性が指摘されている9）．また，

「臨床研修制度の見直し等を踏まえた医学教育の

改善について」では，臨床実習は単なる技能の習

得ではなく直接に患者と接しながら診療に関する

思考力（臨床推論）や判断力等の習得を目的とす

るものとした上で，基本的・総合的診療能力を習
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得するため，方策のひとつとして，医療現場の経

験・見学，シミュレーションを用いた実習等を経

て，段階的・体系的に診療参加型の臨床実習する

こと，侵襲的医行為等を実施する前提となる診療

技能の向上のため，シミュレーション教育に関す

る教育資源の共同利用を推進することを謳ってい
る10）．

4．シミュレーション教育の今後

　臨床実習における臨床技能教育は，今後整備・

充実する必要性が指摘され，学部における臨床技

能教育は益々重要となってきている．医学教育モ

デル・コア・カリキュラムにおいて，臨床実習に

おける技能教育の目標が明らかにされた．しか

し，各大学の臨床実習あるいは臨床技能教育の実

情は不明である．今後大学における臨床実習ある

いは臨床技能教育の実態の把握シミュレーショ

ン教育のカリキュラムへの導入の推進，臨床実習

後の臨床技能評価の実施など多くの解決すべき課

題がある．

また，臨床技能教育においても，臨床実習前準備

教育，臨床実習から臨床研修へと繋がる一貫性の

ある体系的・効率的な教育プログラムを策定する

必要があるものと考える．
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